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  知多半島の地域活性化を目的にイオンモール常滑と中部国際空港と知多半島・ 

 常滑地域の趣旨に賛同する自治体、企業、団体等との 2015年11月に発足した 

 共同プロジェクト。 

  りんくう地区、セントレア、知多半島を一体エリアとして捉え、垣根なく行き来できる 

 環境構築や各施設等の利用促進、共催イベントの実施など、保有する有形、無形の 

 資産をフル活用した取り組みを共同推進することにより、地域の魅力向上に 

 積極的に寄与することを目的としている。 

  ■ プロジェクト名                         ■ ロゴマーク 

   「CHITA」     知多半島 

   「C entrair」      中部国際空港 

   「A EONMALL」  イオンモール 

   「T OKONAME」   常滑 

セントレア × イオンモール常滑 × 知多半島 連携プロジェクト 

CHITA CAT プロジェクト とは 

～ 知多半島エリア一体となった地域活性化・魅力あるまちづくりにチャレンジ! ～ 

※ プロジェクト名は、地域をつなぐ象徴として頭文字から命名 



背景 ： 伝統の中に新しさが共存する多様性のある街 

 

    ★年間約1,350万人の来港者 

           ★ 年間約850万人の来館者 

有料の空港連絡橋 

近接する性格と機能を持つ施設同士が 

“競合” するのではなく、“連携” することで、エリア一体で 

それぞれの魅力を高め合い１＋１＝３以上の相乗効果を出す。 
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常滑 

伝統的な 
常滑 



地域活性化という目的に資すれば、「CHITA CAT」というフィールドのもと、 
細かな制約や入会金等なく誰もが活動できる組織体制。 

企業規模の大小、メンバーの世代や性別に関係なく、さまざまなカテゴリーで 
新たな提案・取り組みも自ずと生まれ、活動の幅・連携に拡がりをもたらしている。 

この柔軟性がもたらす効果として 
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地域の活性化の 象徴 

小分科会 

プロジェクトの多様性 

小分科会 

⇒ これまで周りから見ているだけといったスタンスだった地元メンバーの参入障壁を軽減 

常滑お笑いEXPO 
ねこフェスタ 
セントレア盆踊り 
常滑納涼花火大会 
イルミネーション 
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  コアメンバー      セントレア / イオンモール常滑 

実行・協力メンバー 

企画・運営メンバー 

集客 
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活性化 
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コアメンバー ： 民間企業ならではの発想・企画でエリアの活性化を牽引 

オブザーバー： 行政、経済団体の観光振興計画・動きとの連動、市民・企業・ 
          周辺行政等との調整・支援 
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各分科会の範疇だけでなく、横断的に連携できる新たな枠組み 〔横連携〕 

 ※オブザーバー 常滑市 / 常滑商工会議所   

民間主体 

毎月開催の定例ミーティング 

プロジェクトの組織体制/方向性 

民間企業、行政、経済団体のそれぞれ立場での得意分野を活かし、相乗効果を発揮 

常滑商工会議所会員 1,128 社のうち、協業余地のある役員、議員の所属企業 88社のうち、48社(約55％)参画 



 
～ お客様も地元市民・商店も 日本一笑顔溢れる街を目指して！～ 

 



～ 自転車・バスを活用した魅力あるまちづくり ～ 



エリア一体を気軽に行き来できる環境整備のための無料シャトルバス 

   

島内ホテル   

りんくうエリア・イオンモール常滑に来た 
買い物客が、セントレアにも足を延ばす 

セントレア到着の航空旅客、 
空港島内ホテル宿泊者、 
国際展示場来場者が 
常滑市街地に観光に行く 



■運行区間：        中部国際空港 ⇔ イオンモール常滑 

■運行開始：    ２０１５年１２月１日～ 

■運行便数：           平日１２往復、 土日祝日２７往復      

■料金：                  無料 

■所要時間：          約１５分 

■運行者【貸切】：       中部国際空港、イオンモール常滑 

■運行委託事業者：    知多乗合株式会社 

■乗降場所：       空港バスのりば９番 

                イオンモール常滑のれん街入口横 

■運行車両：       〔平日〕 路線バスタイプ56人乗り×1台 
                      水曜日のみFC（燃料電池）バス 

                〔休日〕 路線バスタイプ56人乗り×1台 
                     ＋70人乗り×1台 

無料シャトルバス概要 



2016年11月8日 
中日新聞朝刊 

2016年12月16日 
中部経済新聞朝刊 

当初想定以上のご利用 
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シャトルバス利用実績 

307,967人 

月平均 

25,664人 

317,865人 

月平均 

26,489人 

338,168人 

月平均 

28,181人 

月平均 

32,077人 

9月時点 
288,697人 



FC（燃料電池）バス導入 
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航空機運行 
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2018年 
9月4日 
台風21号 
接近 

民間企業主体での運行によるイレギュラー対応事例 

空港に戻る手段がない 
帰国便に間に合わない 



～ 自転車・バスを活用した魅力あるまちづくり ～ 



国際空港から10分で行ける 「常滑」の街 

中部国際空港駅 

りんくう常滑駅 

常滑駅 

やきもの散歩道 

名古屋鉄道 
到着後、乗り継ぎ、宿泊、 
出発前の待ち時間など 

旅の思い出を一つプラス 

限られた時間で観光 

サイクリング 活用 



CHITA CAT おもてなしツアー 概要 

おもな 
対 象 

① First day：空港に到着し、目的地に向かう前に時間のある外国人旅客 (トランジット旅客) 

② Stay day：空港周辺のホテル等に宿泊して時間のある外国人旅客 

③ Last day：出国前に時間のある外国人旅客 

催行日 2017年 7月 7日（金）から 年末年始（12月29日～1月3日）をのぞく毎日 

主 催 
株式会社知多半島ナビ 

CHITA CATプロジェクト（構成：セントレア、イオンモール常滑、常滑市、常滑商工会議所ほか） 

協 力 金城学院大学、エアアジア・ジャパン 

発 着 セントレアTourist Information＆Service  1～4時間  全9コース（サイクリング、徒歩） 

申込み 事前予約制（WEBフォームにて前日15時まで）  対応言語：英語、中国語、日本語 

セントレア周辺に滞在する 
観光客を知多半島へ誘客 



知多半島ナビ（運営側）課題 金城学院大学（学生側）メリット 

 

 

 地元のことをよく分かっているガイドはいるが、
外国語が話せるスタッフがいない。 

 ＳＮＳなど新たな情報発信ツールの活用が
苦手。 

 若者目線でのエリアの魅力に気づいていない。 

 

 

 外国人と直接接し、外国語を利用できる。 

 地域振興に参画できる。 

 地域振興を行うメンバー/自治体の活動に
触れ、知多半島の内側を知ることができる。 

 観光ガイドであるため、完璧な通訳レベルが
求められているわけではない。 

 学業優先で対応可能（前日まで予約制） 

 若者の意見を組み込むことができる柔軟な
受け入れ組織である。 

金城学院大学との連携 おもてなしサポーター 

金城学院大学と中部国際空港との「産学連携包括協定」に基づき、英語英米文化学科と連携し、 
学生が実践語学を活かす場を提供するとともに若い発想を存分に活かしたサービス展開。 

おもてなしサポーター 

英語実践経験を求める学生 

地元案内人 
語学はできないが地元のことを 
よく知っているガイド 
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   サイクリングコース① 日本遺産「登窯」と絵付け体験 ３時間 



   サイクリングコース② 日本遺産「登窯」と写仏体験 ３時間 



   サイクリングコース③ 日本遺産「土管坂」とタイル博物館 ３時間 



  ※ 常滑市の集計対象は観光施設客数のみであり、商業施設は含んでいない。 ※ セントレア来港者数は、航空旅客含む。 

大型施設の集客力をフックにエリア全体への誘客/賑わいの相乗効果を生み出している 

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 

 常滑市内観光施設  セントレア  イオンモール常滑 

143％ 

123％ 98％ 
117％ ★プロジェクト発足 

2015年11月 

効果 〔常滑市街地観光施設/セントレア/イオンモール常滑の観光入込客数の推移〕  



  ※ 常滑市の集計対象は観光施設客数のみであり、商業施設は含んでいない。 

プロジェクト発足以降、りんくうエリア、常滑市街地への訪日外国人観光客が急増 

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 

 イオンモール常滑免税売上  常滑市観光協会外国人来訪者数 

143％ 
143％ 

132％ 

142％ 

114％ 

122％ 

★プロジェクト発足 
2015年11月 

効果 〔常滑市街地/イオンモール常滑のインバウンド入込客数の推移〕  



効果 〔常滑市（市街地）観光施設への入込客数の推移〕  
  ※ 常滑市の集計対象は観光施設客数のみであり、商業施設は含んでいない。  

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 

 常滑市内観光施設  やきもの散歩道（市街地） 

96％ 101％ 

93％ 

105％ 

96％ 

123％ 

119％ 

106％ 

★プロジェクト発足 
2015年11月 

やきもの散歩道観光客数は、年々減少傾向にあった中、施策効果により賑わいを回復しつつある 
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常滑市の中長期計画「常滑市観光振興計画」や、 
「常滑商工会議所長期ビジョン」にも 
『CHITA CATプロジェクトとの連携』が明文化され、 
「エリア一体を、各施設それぞれの点ではなく、 
面で捉えることで、常滑の伝統と未来が融合した 
新たな形にしていく」というまちづくりは、 
行政、地域経済界のプレイヤー、そして地元市民が 
一緒になって発展させていく取組として中長期的に 
期待されている。 

行政における観光振興にかかる中長期計画 




